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Ⅰ．緒言

　バスケットボール競技において，シュートは得点を
取るための唯一の手段であり，シュートの成功が試合
の勝敗を左右する．得点を増やすためには，シュート
の試投数を多くするか，あるいは，その精度（成功
率）を高めることが重要である．
　先行研究では，シュートのパフォーマンス評価に

シュート成功率がよく用いられているが，元安ら 1 ）は，
リングに対するボールの到達位置を求めることで，
シュート成功率だけではわかりにくい選手のシュート
パフォーマンスの特徴を表現する指標となり得ること
を示した．彼らは，初心者から熟練者へとパフォーマ
ンスレベルが高くなるにつれて，ボール到達位置の前
後成分のばらつきが小さくなることを示し，熟練者は
左右方向のばらつきが少なく，前後方向の調節，すな
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Abstract

The purpose of this study was to investigate the effect of the shooting spot in the court onto the ball arrival po-
sition in basketball shooting. The participants were 10 male collegiate basketball players （age 21．4 ± 1．0 yrs, 
height 178．9 ± 5．8 cm, weight 69．4 ± 6．1 kg, athletic experiences 9．5 ± 3．0 yrs）. The participants performed 
each 50 shots from the free throw line and from the corner. The ball trajectories were recorded by two video 
cameras （30Hz）. The anterior-posterior and lateral components of ball arrival position were measured. We 
found that 1 ） the shot success rate was higher from free throw line （76 ± 9 %） than from corner （65 ± 10%）, 
2 ） the number of successful goals without touching the ring was not significantly different from free throw 
line （29．8 ± 4．7） and from corner （27．8 ± 4．8）, but the number of successful goals after touching the ring was 
significantly larger from free throw line （7．6 ± 2．9） than from corner （4．2 ± 1．1）, 3 ） the ball arrival positions 
were shifted posterior from corner shot compared to the free throw shot, and 4 ） the ball highest point of the 
trajectories were higher in corner shot （397．0 ± 8．8 cm） than free throw shot （385．1 ± 13．0 cm）. These re-
sults suggest that the difference of shooting percentage between free throw line and corner shot was due to the 
larger number of successful goals after touching the ring in free throw line shots. Moreover, the participants se-
lected the strategies to release the ball in higher arc from the corner than from the free throw line.
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わち飛距離の調節，でシュートの成否が決まるという
可能性を示唆している．
　多くの先行研究 1 - 4 ）では，シュート動作を検討する
際にフリースロー時のシュート動作を用いた研究が行
われている．フリースローはディフェンスに妨害され
ずに放つことができるクローズドスキルのシュートで
ある 5 ）．したがって，シュート動作に影響を与えるよ
うな環境要因が少なく，フリースローは純粋にシュー
ト動作のみを研究するには適していると言える．しか
しながら，National Basketball League（NBL）やバ
スケットボール女子日本リーグ機構（WJBL）の記録

（参 照：National basketball league of Japan, http://
www.nbl.or.jp；バスケットボール女子日本リーグ機構　
公式サイト http://www.wjbl.org）によると，2014-
2015年シーズンにおけるフリースローによる得点率は
14％程度（NBL：フリースロー成功本数7，913本，総
得点53，797点，WJBL：フリースロー成功本数2，891本，
総得点21，181点）であり，実際のゲームにおける得点
のほとんどがフロアー内のシュートによるものである．
実際のゲームでは，概してフィールドゴールの成功率
はフリースローの成功率よりも低い．フロアー内では，
ディフェンスに邪魔をされてシュートの動作が乱され
たり，ディフェンスが邪魔をしに来るよりも前に素早
くリリースしたりする必要があり，それによって
シュート成功率が落ちるものと考えられている．しか
し，ディフェンスにシュート動作を妨害されなかった
場合であっても，フリースローラインからのシュート
とフロアーからのシュートに何の違いも無いとは言い
切れない．
 フリースローでは，ディフェンスによる物理的な妨
害やきわめて短時間にボールをリリースしなければな
らない時間的な制約がない．それに加えて，フリース
ローラインがフロアー内の定位置（バックボードに正
対しバックボードから4．6m の位置）に引かれた線で
あり距離が一定であること，また，バックボードや
バックボードとリングを繋ぐ金具が後方に位置してい
ることから，リングに当たったのちにバウンドしてか
らリングに入る可能性があることもシュート成功率に
は寄与すると考えられる．つまり，ディフェンスの妨
害等がない状態でフロアーの異なる位置から行った
シュートを比較することによって，異なる位置から
シュートする際のシュート成功率やボールの軌道にど
のような違いが現れるのかが分かる．
　選手によってはフロアー内のどこからシュートを
放っても同じくらいの確率でシュートを決めることが
出来る選手もいるが，一方で，45度付近からのシュー

トが得意であったり，コーナーからのシュートが不得
意であったりなど，得意・不得意なシュートポジショ
ンを持っている選手も多い．先行研究では，距離を変
えたシュートでの成功率やシュート動作の比較がよく
行われている 6 - 8 ）．しかしながら，シュートを放つフ
ロアーの位置を変えてシュートパフォーマンスにフロ
アーの位置がどのように影響を与えるのかを明らかに
した研究はない．
　そこで，本研究では，距離を同じくしたフリース
ローとコーナーからのシュートの成功率およびボール
到達位置の再現性について比較検討することにより，
シュートを放つフロアーの位置がシュートパフォーマ
ンスに与える影響を明らかにすることを目的とした．
さらに，フリースローよりもコーナーショットが得
意・不得意な選手の特徴をボール到達位置により明ら
かにすることで，シュートを放つフロアーの位置に影
響されないシュート方策について，検討を加えること
とした．

Ⅱ　方法

A．被験者
　被験者は，バスケットボール経験者の男子大学生10
名（年齢21．4±1．0歳，身長178．9±5．8cm，体重69．4
±6．1kg，競技経験9．5±3．0年）であった．全ての被
験者は週 1 ～ 3 日程度のバスケットボールの練習を
行っていた．全ての被験者は右利きであり，利き腕で
ワンハンドシュートを放っていた．各被験者に対して
事前に実験に関する説明を十分に行い，実験参加の同
意を得てから行った．

B．実験手順
　被験者にはフリースローライン（FT 試行）とリン
グに向かって左側のコーナーに引いたライン（CS 試
行）の後方から，それぞれ50本ずつ利き腕のワンハン
ドシュートを行わせた（図 1 ）．FT 試行と CS 試行の
距離を揃えるため，CS 試行ではリングの中心から床
に鉛直に下ろした垂線の足からエンドラインに平行に
4．225m 離れた距離にラインを引いた．被験者には普
段の練習や試合で行っているシュートとはできる限り
フォームを変えないように，かつ，意図的にリングや
バックボードに当てないように指示した．ライン付近
の地面に両足をつけたままシュートを行い，ジャンプ
してからのシュートは行わないように指示したが，
シュートと同時にジャンプするジャンピングシュート
については許容した．被験者は試行前にウォーミング
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アップとして十分なシューティングやストレッチを
行ってから，被験者ごとにランダムな順で試行を行わ
せた．各試行とも連続で50本打ち終わるまで同じフロ
アーの位置からシュートを続け，その後，移動して次
の試行を行った．試行間および50本の試行中において，
被験者の任意のタイミングで休息を設けさせ，疲労の
影響が少なくなるようにした．
　ボールは国際バスケットボール連盟公認12面体バス
ケットボール 7 号球（半径12．25cm，650g，モルテン
社製，日本）を用いた．ボールの撮影にはデジタルビ
デオカメラ 2 台（Exlim, EX-F 1 ，Casio 社製，日本）
をバックボードから被験者の後方28m およびリング
中心から右側方10m の位置に設置し（図 1 ），毎秒30
フレーム，シャッター速度 1 /2000秒とした．

C．分析方法
　本研究では，成功試技を， 1 ）ボールがリングに触
れず（No touch: NT）に，あるいはリングの内縁に
触れてから成功した試技，および 2 ）ボールがリング
に触れて（Ring touch: RT）から上方または側方にバ
ウンドしたのちにリングに入って成功した試技，の二
つに分けて数えた．バックボードやバックボードとリ
ングを繋ぐ金具に接触したのちに成功した場合も後者
に含めた．本研究の被験者の場合，シュートしたボー
ルが直接バックボードに接触したり，全くリングに触
れなかったりしたケースは見られなかった．なお，機
械トラブル等により画像が取得できなかった試技につ
いては分析対象外とし，総本数からも取り除いて NT
と RT の本数を合算してシュート成功率を計算した．
　元安らの先行研究 1 ）に従って， 2 台のビデオカメラ
により得られた映像からボールの軌跡が最高点に達し

てからリングに至るまでを分析区間とし，分析ソフト
（ImageJ 1．45s, National Institutes of Health, USA）
を用いてボールの中心をデジタイズし，ボールの三次
元座標を求めた．キャリブレーションには，正規の位
置に設置したリングとボードの高さ，大きさを用いた．
リング中心からどれだけ離れた位置にボールを到達さ
せているかを定量するため，ボールの軌跡の最高点付
近からリングを通過する付近までの座標点列から 2 次
の最適多項式を求め，リングの高さ（地上から3．05m）
通過時のボールの中心の座標を算出した．また，ボー
ルの軌跡の最高点も推定された多項式から算出した．
リングやバックボードに当たって跳ねた場合には，多
項式を補外してリングの高さをボールが通過したと予
想される瞬間のボールの中心の座標を推定した．算出
されたボール到達位置は，原点をリング中心とし，被
験者から見て右側（FT 試行ならば右側，CS 試行な
らばバックボードから離れる側）を正とした左右成分

（R-L），被験者から見て奥側の方向（FT 試行ならば
バックボード寄り，CS 試行ならば右コーナー寄り）
を正とした前後成分（A-P）で表した．
　分析項目は，各被験者のシュート成功本数，シュー
ト成功率（％），各被験者が投射したシュートにおけ
るボール到達位置から左右・前後成分のそれぞれにつ
いて算出された以下の変数，
　 1 ．各被験者のボール平均到達位置：先行研究 1 ）で
示されたように，各被験者が行った全試行のリングの
高さにおけるボール到達位置の平均値で，系統誤差を
表す指標となる．系統誤差はシュートの正確性を表す
指標となり，リング中心からの系統誤差が小さいほど
正確性は高いといえる．
　 2 ．ボール到達位置の左右（R-L）・前後（A-P）

図 1　実験設定およびビデオ撮影位置
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方向の標準偏差：先行研究 1 ）で示されたように，全試
行のリングの高さにおけるボール平均到達位置と各
シュートのボール到達位置との差分から求めた標準偏
差で，その被験者が繰り返し放ったシュートの再現性
を表す指標となる．
および，ボールの軌跡から推定したボールの軌跡の最
高点とした．

D．統計処理
　FT 試行と CS 試行における左右・前後方向の平均
到達位置およびボール軌跡の最高点の被験者内比較に
は，各50本の試行について対応のない t 検定を行った．
シュート成功本数，シュート成功率，左右・前後方向
の平均到達位置，左右・前後方向標準偏差およびボー
ル軌跡の最高点の FT 試行と CS 試行間における試行
間比較では被験者ごとの平均値を用いて対応のある t
検定を行った．有意水準は p＜0．05とした．

Ⅲ．結果

　FT 試行，CS 試行におけるシュート結果を表 1 に
まとめた．なお，各選手のチーム内でのポジションは
口頭にて確認し，ポイントガードを PG で，シュー
ティングガードを SG で，スモールフォワードを SF
で，パワーフォワードを PF で，センターを C で表記
している．シュート成功率は FT 試行で76± 9 ％，
CS 試行で65±10％であり，有意に FT 試行の方が高

かった（t＝3．15, p＜0．05）．シュート成功数において，
リングに触れずにシュート成功（NT）した本数は
FT 試行と CS 試行の試行間に有意な差が無く（t＝
1．34, p＝0．215），リングに触れて上方または側方に
バウンドしたのちにシュート成功（RT）した本数が
CS 試行に比べて FT 試行では有意に多かった（t＝
3．36, p＜0．05）．
　各被験者の全試行におけるボール到達位置を図 2 に，
ボール到達位置の標準偏差を図 3 に図示し，各被験者
のボール軌跡の最高点の結果を表 2 に示した．シュー
トの正確性の指標である系統誤差においては，平均
ボール到達位置の前後成分（A-P 方向）について FT
試行と CS 試行の試行間で有意な差が認められた（FT
試行：－3．0±2．9cm，CS 試行：1．9±3．8cm，t＝－
3．50，p＜0．05）．左右成分（R-L 方向）の平均ボー
ル到達位置には試行間で有意な差が認められなかった

（FT 試行：0．2±2．6cm，CS 試行：－0．4±2．5cm，
t＝－0．01, p＝0．993）．また，シュートの再現性の指
標であるボール到達位置の標準偏差について，前後方
向・左右方向とも FT 試行と CS 試行の試行間に有意
な差が認められなかった（図 3 ）．一方，ボール軌跡
の最高点については，FT 試行と CS 試行間で差が認
められ，CS 試行の方が FT 試行よりもボール軌跡の
最高点が有意に高かった（表 2 ）．
　事例的ではあるが，表 1 のΔ成功率（％）が大き
かった 3 名（D,A,B）と少なかった 3 名（J,E,C）につ
いて，ボール到達位置，ボール軌跡の最高点の結果に

表 1 　被験者のポジションと各試行におけるシュート成功本数とシュート成功率

被験者 ポジション
FT 成功数 成功率

（％）
CS 成功数 成功率

（％）
Δ成功率
（％）NT RT NT RT

A PG 32 9 84 26 6 64 20
B PG 26 14 80 24 3 61 19
C PG 23 8 62 26 5 62 0
D PG/SG 33 6 78 23 2 50 28
E SG 29 6 70 33 4 74 －4
F SG 37 8 90 31 5 72 18
G SF 27 6 66 25 4 58 8
H PF 34 5 85 32 5 74 11
I PF 24 10 69 22 4 52 17
J C 32 4 75 36 4 80 －5

Mean 　 29．8 7．6 # 76 # 27．8 4．2 65 11
SD 　 4．7 2．9 9 4．8 1．1 10

#: p＜0．05,  FT 試行と CS 試行の試行間比較
NT：リングに触れずに（No touch）あるいはリングの内縁に触れてシュートが成功
RT：�リングに触れて（Ring touch）上方または側方にバウンドしたのちにシュートが

成功
Δ成功率（％）＝ FT 成功率（％）－ CS 成功率（％）
PG：ポイントガード，SG：シューティングガード，SF：スモールフォワード，PF：
パワーフォワード，C：センター
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ついて観察された特徴を以下にまとめる．Δ成功率が
大きかった 3 名のうち D と A は CS 試行のボール到
達位置の A-P 方向が FT 試行に比べて有意に後方（P
方向）に位置していた（図 2 ）．その 2 名について，

ボール到達位置の分布を見ると，FT 試行ではあまり
見られなかったリング後方（P 方向）におけるシュー
ト失敗（●）が多くなっており，一方，FT 試行では
リング前方（A 方向）にシュート失敗（●）や RT

図 2 �　各被験者のボール到達位置の分布，左：フリースロー試行（FT），右：コーナーからのシュート試行（CS）．50本の
シュートの到達位置の平均と標準偏差を図中にエラーバーで示した．矢印がシューターからのボールの投射方向を表し，
リング（円）とバックボード（線）を図中に記載した．白丸（○）がリングに触れずに，あるいはリングの内縁に触れ
てシュート成功，白三角（△）はリングに触れて上方または側方にバウンドしたのちにシュート成功，黒丸（●）が
シュート失敗を表す．

#: p＜0．05, 平均ボール到達位置の FT 試行と CS 試行の試行間比較
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（△）が多く分布していた（図 2 ）．この 2 名は CS 試
行において FT 試行よりボール軌跡の最高点が平均で
約20cm 高かった（表 2 ）．B のボール到達位置は FT
試行と CS 試行間で有意な差は認められなかった（図
3 ）が，ボール到達位置の分布を見ると，FT 試行に
おいてリング前方（A 方向）に RT（△）が多く分布
していた（図 2 ）．B は FT 試行における RT が14本
と参加被験者中で最も多い被験者であり，CS 試行で
はその数が 3 本であった（表 1 ）．一方，Δ成功率が
小さかった 3 名（J, E, C）において CS 試行のボール
到達位置の A-P 方向が FT 試行に比べて有意に後方

（P 方向）に位置していた（図 2 ）が，ボール到達位
置の分布に顕著な特徴は見られなかった．ボール軌跡
の最高点において J は FT 試行と CS 試行間で有意な
差が無く，E は CS 試行において FT 試行より有意に
低かった（表 2 ）．

Ⅳ．考察

　本研究では，シュートを放つフロアーの位置が
シュート成功率とボール到達位置に与える影響を明ら
かにすることを目的とし，フリースローシュートとフ
リースローラインと同じ距離のコーナーからのシュー
トを50本ずつ行った．フリースローラインからシュー
トしたとき（FT 試行）のシュート成功率は76± 9 ％
であり，同じ距離のコーナーからシュートしたとき

（CS 試行）のシュート成功率は65±10％と有意な差が
あった．しかしながら，シュート成功数において，リ
ングに触れずにシュート成功（NT）した本数は FT
試行と CS 試行間に有意な差が無く（FT 試行：29．8
±4．7本，CS 試行：27．8±4．8本），リングに触れて上
方または側方にバウンドしたのちにシュート成功

（RT）した本数が CS 試行に比べて FT 試行では有意
に多いことが明らかとなった（FT 試行：7．6±2．9本，

CS 試行：4．2±1．1本）．被験者全体でボール到達位置
の系統誤差を比較すると，FT 試行より CS 試行の方
が前後方向において奥側に到達していた（FT 試行：
－3．0±2．9cm，CS 試行：1．9±3．8cm）が，左右方
向には有意な差が認められなかった（FT 試行：0．2
±2．6cm，CS 試行：0．4±2．5cm）．また，FT 試行よ
り CS 試行の方がボール軌跡の最高点が有意に高かっ
た（FT 試 行：385．1 ± 13．0cm，CS 試 行：397．0 ±
8．8cm）．これらのことから，被験者は同じ距離でコー
ナーからシュートを放つ際に，より正確にリングを通
過させるための方策としてフリースローからのシュー
トよりもボールの最高到達点を高くしようと試みてい
た可能性が示唆された．
　本研究では FT 試行より CS 試行の方がシュート成
功率が低く，系統誤差が有意に後方に位置し，ボール
軌跡の最高点が高かった．空気抵抗を無視した質点系
の放物運動では初速度が同じ場合の最高到達点と投射
角度には一定の関係がある（h=（v 0  sin θ）

2 g ，h：最高
到達点，v0 ：初速度，θ：投射角度，g：重力加速度）．
投射角度を大きくするほどリングへの入射角度も大き
くなり，リングへの入射角度が大きいほどリングを通
過できる面積が増えることになる 6 ， 9 ）．したがって，
被験者は FT 試行では後方に位置しているボードや金
具による跳ね返りが期待されるが，CS 試行ではそれ
らが期待できないためにリングに直接ボールを入れる
確率を高めることを意図し，投射角度を大きくしてい
たという可能性が考えられる．しかしながら，同じ距
離からのシュートでボール軌跡の最高点を高くするた
めには，ボール投射方向をより上向きにすると同時に，
ボールの初速度も大きくしなければならない．速度

表 2 �　被験者ごとのボール軌跡の最高点（cm）：フリー
スロー試行（FT）とコーナーからのシュート試行

（CS）50本の平均

被験者 FT 試行
最高点

CS 試行
最高点

A 369．4± 5．7 388．1＊＊± 6．1
B 392．1± 3．4 402．8＊＊± 4．8
C 396．8± 8．6 412．2＊＊±12．4
D 379．3± 5．7 398．6＊＊± 6．9
E 392．6± 5．6 388．4＊＊± 5．6
F 364．6± 4．2 385．7＊＊± 5．4
G 394．2± 5．4 403．9＊＊± 7．4
H 378．3± 5．7 395．0＊＊± 5．6
I 378．5± 4．6 390．1＊＊± 4．0
J 405．3± 8．0 404．9　± 6．9

Mean 385．1±13．0 397．0 #± 8．8
＊ : p＜0．05, ＊＊ : p＜0．01, FT 試行と CS 試行間の被験者
内比較
#: p＜0．05, FT 試行と CS 試行の試行間比較

図 3 �　ボール到達位置の標準偏差，R-L：被験者から見て
左右方向，A-P：被験者から見て前後方向，FT：フ
リースロー試行，CS：コーナーシュート試行
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（または力）と正確性の関係にはトレードオフがある
ことが知られており10），一般には高速度にすると正確
性が悪くなり，低速度にするほど正確性が高まる．
CS 試行では，速度と正確性の調整が上手く行かずに
距離を見誤り，リングの奥側までボールが到達してし
まったものと推察される．距離を変えてシュートさせ
た先行研究では，リングまでの距離が離れるほどボー
ルの初速度は大きくなるが，その代わり投射角度は小
さくなる 6 ， 7 ）．したがって，投射角度を大きくすると
同時に初速度を上げることが必要となった本研究の結
果は，シュートを放つフロアーの位置の影響を受けた
ものであると言える．
　シュートの再現性としての評価指標であるボール到
達位置の標準偏差について，CS 試行では A-P 方向・
R-L 方向とも FT 試行との間に有意な差が認められな
かった．リングに触れたのちにバックボード，あるい
はリングとボードの間の金具などでバウンドしてから
入ったシュートも成功としてカウントした場合には
FT 試行の方がシュート成功率は高くなるが，リング
に触れないか，あるいはリングの内縁に触れてからの
シュート成功数で考えると，FT 試行と CS 試行の間
には有意な差が認められなかった．一般に，リングま
での距離が遠くなるほど動作のばらつきが大きくな
る 6 - 8 ）ことから，遠方からのシュート成功率は低下す
る．本研究の結果から，ボール到達位置の標準偏差に
差が無いということは，シュート動作およびボール到
達位置の再現性はフロアーの位置によらず距離に起因
していることが考えられる．本研究では動作を測定し
ていないため，今後，シュート動作の観察を通じて詳
細な検討を加える必要がある．
　個人別にデータを見ると，Δ成功率（％）が大き
かった 3 名（D,A,B）では，特徴として，FT 試行の
ボール到達位置においてリングの前方にシュート失敗

（●）や RT（△）が多く分布している傾向にあった．
さらに，D や A においては CS 試行でボール到達位
置の分布はより後方（P 方向）に位置し，リング後方

（P 方向）におけるシュート失敗（●）が多くなって
いた．これらのことから，D や A は FT 試行におけ
る方策として，直接リングの中心にシュートすること
よりもボールがリングに触れたのちにバウンドして成
功する可能性も踏まえて，少し手前を目がけてシュー
トしていたという可能性が考えられる．そして，CS
試行ではバウンドしても成功しないという恐れからリ
ングの中心を目がけてシュートをした結果，投射角度
を大きくすることにより，逆にオーバーしてしまった
という可能性が考えられる．B は D や A ほど顕著に

CS 試行では方策を変えてはいないが，その結果，バ
ウンドの具合によりシュートが成功していた FT 試行
と比べて CS 試行におけるシュート成功率の低下につ
ながったものと考えられる．一方，Δ成功率（％）が
小さかった 3 名（J, E, C）のうち 2 名（J, E）では
ボール軌跡の最高点の試行間比較がΔ成功率が大き
かった 3 名と比べると異なった様相を示し，被験者 E
では CS 試行の方が FT 試行よりも有意にボール軌跡
の最高点が低く，被験者 J は FT 試行と CS 試行で
ボール軌跡の最高点に有意な差が認められなかった．
このことは，CS 試行で FT 試行より成功率が増加し
た，あるいは低下しなかった選手はボール軌跡の最高
点をフリースローと同じとなるようにしてシュートを
放っていたと考えられる．一方，被験者 C は他の選
手と同様に CS 試行でボール軌跡の最高点が高くなっ
ていたが，被験者 C は FT 試行における成功率が
62％と全被験者中で最も低かったことから，競技レベ
ルによる影響があった可能性も否めない．また，Δ成
功率が大きかった 3 名（D, A, B）がすべてポイント
ガードというポジションであり，最もΔ成功率が小さ
かった（CS のシュート成功率が FT のシュート成功
率よりよかった）J はセンターというポジションで
あったことも関係するかもしれない．一般に，ポイン
トガードはオフェンス時にバックボード正面に位置す
ることが多く，コーナーにいることは少ない．セン
ターはオフェンス時にリングを背にしている時間が長
く，フロアー内のいる位置は特に決まっていない．普
段見慣れたフロアーの位置からのシュートと見慣れな
い位置からのシュートでは確率が異なる可能性はある．
以上の事から，極めて事例的ではあるが，FT 試行で
も CS 試行でも同じ距離からであれば投射角度などの
パラメータを変えない方が CS 試行でもシュート成功
率が低下しない，FT 試行では直接リング中心を狙う
よりも少しだけリング前方を狙うことによりバウンド
してから入る確率が上がる可能性がある，などの
シュート方策が考えられる．しかしながら，今回の結
果はあくまで事例的な観察によるものであり，定性的
な評価が多分に含まれるため，これらを一般化するた
めにはより多くの事例を検討する必要がある．
　FT 試行と CS 試行とでは選手から見たリングと
バックボードの位置関係に違いがあり，FT 試行では
リングの後方にはっきりとバックボード全体が見える
が，CS 試行ではボードはリングの左側にある薄い板
として見える．シュート動作時の注視点を調査した鯛
谷ら11）によると，シュート成功率の高い選手ほど視点
の動揺が少なく一点を注視してシュートしていたと報
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告されている．一方，シュート動作時の注視点を調査
した杉山ら12）によると，ミドルシュートの成功率が高
い選手はシュート動作中にリングとバックボードを交
互に見ているという特徴があったことを報告している．
フリースローの場合，リングあるいはバックボードの
どこか一点を注視しやすく，また，リングとバック
ボードを交互に見ることで距離感覚をつかみやすいた
め，シュート成功率が高くなったとも考えられる．逆
に，コーナーから見た場合には，リングより近くに
バックボードの側面が位置しているため，被験者が
ボードを障害物として認識しシュートに何らかの影響
が出た可能性も考えられる．今後，コーナーシュート
の際の注視点を調べて，詳細な検討を加える必要があ
る．
　本研究の限界として，まず，被験者数の少なさが挙
げられる．10名の大学生バスケットボール経験者には
インターハイ，全国高専大会や国体に出場したことの
ある選手もいたが，FT 試行のシュート成功率は62％
～90％とまちまちであり，競技レベルが被験者によっ
て同程度であったとは言い切れない．全体を統計的に
処理するためには，ある一定の競技レベルを維持する
ことは重要であり，本研究では事例的な研究として個
人のボール到達位置の特徴の観察を追加することで
シュート方策を検討したが，それを一般化するために
は被験者数と被験者の競技レベルを考慮して，さらな
る研究を進める必要があると考える．次に，ビデオ解
析のためのキャリブレーションにリングとバックボー
ドを使ったことが挙げられる．正規の位置に置かれた
としてもリングやバックボードのわずかな歪みによる
測定値のずれが生じていた可能性は否めない．また，
キャリブレーションとの位置関係からボール軌跡の最
高点付近の画像では測定精度が悪くなっていた可能性
は高い．先行研究ではボールの軌跡の最高点を求めて
はいないが，シュートされたボールの軌跡に影響を与
える空気抵抗や回転運動の効果 6 ，13）を仮に無視して考
えるとボールの軌跡は放物運動で近似しても構わない
と思われ，先行研究のボール初速度，投射角度，リ
リース高などのパラメータ 6 ， 7 ，14）から計算すると413
～462cm となり，本研究の値はそれよりも低くなる．
確かに，ボールは空中で空気抵抗を受けたり，放物運
動と同時に回転運動を起こしたりするため，必ずしも
投射時のパラメーターで最高到達点が決定されるもの
ではないが，この差が本研究の被験者の特徴なのか，
測定精度に起因する誤差なのか，空気抵抗が無視でき
ないほど大きいためなのかは定かではない．今後，
ボールの軌跡を正確に測定する際には，ボール軌跡上

の最高点付近における精度の良いキャリブレーション
も必要であろう．

Ⅴ．まとめ

　本研究では，フリースロー（FT 試行）とコーナー
からのシュート（CS 試行）の成功率およびボール到
達位置の再現性について比較検討することにより，
シュートを放つフロアーの位置がボール軌跡に与える
影響を明らかにすることを目的とした．その結果，
FT 試行でシュート成功率は76± 9 ％であり，同じ距
離の CS 試行では65±10％と有意に低くなった．しか
しながら，シュート成功数において，リングに触れず
にシュート成功（NT）した本数は FT 試行と CS 試
行間に有意な差が無く（FT 試行：29．8±4．7本，CS
試行：27．8±4．8本），リングに触れて上方または側方
にバウンドしたのちにシュート成功（RT）した本数
が CS 試行に比べて FT 試行では有意に多いことが明
らかとなった（FT 試行：7．6±2．9本，CS 試行：4．2
±1．1本）．ボール到達位置を比較すると，FT 試行よ
り CS 試行の方が前後方向において奥側に到達してい
たが，左右方向には有意な差が認められなかった．
ボール到達位置の標準偏差について，前後方向・左右
方向とも FT 試行と CS 試行の試行間に有意な差が認
められなかった．また，FT 試行より CS 試行の方が
ボール軌跡の最高点が有意に高かった（FT 試行：
385．1±13．0cm，CS 試行：397．0±8．8cm）．これら
のことから，フロアーの位置によるシュート成功率の
違いはリングに触れたのちにバウンドしてからシュー
トが成功する試行の本数が影響している可能性が示唆
された．一方，今回の被験者では，フリースローライ
ンと同じ距離でコーナーからシュートを放つ際に，よ
り正確にリングを通過させるための戦略としてフリー
スローからのシュートよりもボールの最高到達点を高
くしようと試みていた可能性が示唆された．
　さらに，事例的な検討ではあるが，FT 試行でも
CS 試行でも同じ距離からであれば投射角度などのパ
ラメータを変えない方が CS 試行でもシュート成功率
が低下しない，FT 試行では直接リング中心を狙うよ
りも少しだけリング前方を狙うことによりバウンドし
てから入る確率が上がる可能性がある，などのシュー
ト方策が考えられた．
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